






















































ドウ果皮色素,カカオ色素,パーム油カロテンおよびマ リー ゴール ド色素,香辛料ではメ
ース,ナツメグ,黒胡棟,シナモン (中国産,スリランカ産),ショウガ,山棟,セージ,
花轍,ウコン,および白胡籾に強い薬物代謝酵素阻害活性を有することを見出した.その
うちメースからは,CYP2C9阻害剤として知られるSulfaphe1aZOleと同等の阻害活性を有す
るリグナン成分を特定した.またプロポリスとWarfdnの相互作用については,ラットに
プロポリス投与後,Warfarinの血中濃度に変化がみられなかったが,INR値が有意に上昇
する現象が認められた.さらにラット血清における Wa血rinタンパク結合率-の影響を検
討した結果,プロポリス成分には,遊離 wa血in率を増加又は減少させる成分が混在して
いることが示され,INR上昇の原因は不明であるが,プロポリスとWarfarin との相互作用
の可能性を示唆するデータを提供した.
食品一医薬品間相互作用の可能性を事前に予測するためには,本研究のような科学的基
礎データの集積が重要である.本論文は,セルフメディケーションを有効活用した安全な
健康社会に向けた研究発展に貢献することから,博士 (薬学)の授与に値するものと認め
る.
